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The cloning of human granulocyte colony-stimulating factor (hG-CSF) has been

recently established. Thereafter, purified recombinant hG-CSF have been able to be

used for study. However there is no report demonstrating the distribution of G-CSF

in human organs. In order to clarify this point, we made ginea pig antisera against

hG-CSF, and immunohistological studies were done. A human CSF producing cancer

cell line SPT-3.25, established in our laboratory, was also examined as a positive

control.
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血液細胞の増殖と骨化は生理的をこぼ骨髄内で行われて

いる.このしくみを研究する遊戯幹細胞学は,及)各様
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免疫には,8.-旦0適齢 HaT鵬y橡モルをットのオス6

匹を鮎ちいた叶免疫組織学をこぼ,剖検樹料より得た正常

臓器をホルマリン固定パラブイ〆包埋後切り出した連続
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検出され汐ThG-濫SF で吸収 した抗血清では陰性であっ

た申臓器切片ではき腎の胃底腺主細胞 (図 2)および幽

門腺細胞で陽性捌 護か,唾液腺 塀鰐の外分泌細胞および
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嚢中)となりず㌘hG-CSFで吸収した抗体では陰性(写意競うとなる.

活性が存在するという報告6)があり,我利豊当初よ巧hG

或ニSFが網内系臓器をこ分布していることを予想していた

甑 奪回の検討ではhC㌫CSFと共通抗原性をもつ物質

に‖ン,＼節･粧･肝･牌ハ網内示臓器に汗検出さナ目上､

むしろ内陸葉由来の外分泌細胞をこ陽性であった平これら

陽性臓器は予外界からの細菌の遣先門戸であり,細菌の

感染をこ際してすみやかをこ由血球が増加することと合致す

るようをこ思われる.しかし-方,内分泌細胞ではなしをこ

外分泌細胞をこ陽性であったことばやCSFの予想される

照周塵序と矛盾する.

これら外分泌細胞は声免疫組織的をこしばしば非特異的
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いるとして鶴男その慶壁細胞の纏_級をこおける割合は少な
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